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発見武蔵台

七
丁
目
の
西
側
の
道
路
に
、
谷
を
下
っ
て
行
く
道
の
入
り
口
が
あ
り

ま
す
。

か
な
り
急
で
す
が
、下
っ
て
行
き
ま
す
と
、こ
ん
な
東
屋
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
横
を
細
い
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
小
さ
な
滝
も
あ
り
、

ち
ゃ
ん
と
せ
せ
ら
ぎ
を
、
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

近
く
の
水
溜
り
に
は
、
小
鳥
も
来
て
い
る
よ
う
で
す
。

簡
単
に
行
け
る
憩
い
の
場
で
す
。

その 6
東（あずま）屋

■3月24日 (日 )
　　　　13時〜

■武蔵台公民館
　多目的ホールにて

　総会は、全会員をもって構成する自治会の
最高議決機関です。
　年１回の定期総会を開催し、会員の過半数
の出席（委任状を含む）で成立します。
　24年度事業報告、決算、次年度活動方針、
予算、役員の選出等重要なことを議決します。
　ぜひ、皆様の参加をお願いいたします。

こま武蔵台自治会
定例総会を開催します

第
11
回
奥
む
さ
し
駅
伝
競
走
大
会

　

２
０
４
番
の
ゼ
ッ
ケ
ン
が
地
元
・
滝

不
動
尊
の
前
を
通
過
す
る
と
「
が
ん
ば

れ
ー
！
」
と
大
人
も
こ
ど
も
も
大
声

援
！

　

手
作
り
の
ピ
ン
ク
の
応
援
旗
を
手

に
、
た
く
さ
ん
の
地
域
住
民
が
応
援
に

か
け
つ
け
ま
し
た
。　

武
蔵
台
囃
子
連

の
お
囃
子
も
大
会
を
大
い
に
盛
り
上
げ

　

１
月
27
日
（
日
）
に
、
第
11
回
奥

む
さ
し
駅
伝
競
走
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
６
区
間
３
８
・
７
９
２
㎞
を

２
２
０
チ
ー
ム
の
ラ
ン
ナ
ー
が
力
走
し

ま
し
た
。

　

地
区
対
抗
の
部
で
、
我
が
武
蔵
台
・

横
手
台
体
育
協
会
チ
ー
ム
が
念
願
の
初

優
勝
し
ま
し
た
。

─
─
苦
節
10
年
・
悲
願
の
初
優
勝
─
─

ま
し
た
。

�

一
般
の
部
は
、
東
海
大
学
の
優
勝
で

す
。

　

埼
玉
県
庁
走
友
会
Ａ
チ
ー
ム
で
出
場

し
た
川
内
優
輝
選
手
は
、
第
４
区
で
区

間
新
記
録
を
達
成
し
、
大
会
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　

高
校
の
部
は
、
東
京
農
業
大
学
第
三

高
校
Ａ
チ
ー
ム
が
埼
玉
栄
高
校
の
11
連

覇
を
阻
止
し
て
、
優
勝
で
す
。

　

詳
し
く
は
自
治
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
下
さ
い
。

�

（
広
報
部
）

福祉ネットからのお知らせ

と　き　３月１７日（日）
　　　　１２時～１４時
ところ　武蔵台公民館集会室
食　事　とり肉のホイル包み焼き、さつ

まいものオレンジ煮
　　　　その他３品
　　　　お抹茶（和菓子付き）
イベント　大道芸　　南京玉すだれ
　　　　　三線演奏
参加費　２００円
申　込　３月10日迄
　　　　　　　９８２－４１４１　新開

送迎の必要な方は申込の時にお
申し出下さい

春まつり　食事会
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平
成
25
年
1
月
19
日
（
土
）

午
後
7
時
～
9
時　
　

自
治
会
館
２
Ｆ
会
議
室

◆
Ⅰ　

協
議
事
項
◆

（
１
）
平
成
25
年
度
総
会
準
備
（
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
）

に
つ
い
て

ａ
各
専
門
部
24
年
度
活
動
報
告
及
び
25
年
度
活

動
計
画（
案
）提
出
期
限
１
月
25
日
ま
で

ｂ
役
員
候
補
者
推
薦
会
議

　

平
成
25
年
１
月
26
日
（
土
）
午
前
10
時
か
ら

ｃ
会
計
最
終
決
算
日
２
月
末
日
、
各
専
門
部
の

仮
払
い
精
算
２
月
２
日

ｄ
三
役
及
び
監
査
役
選
出
会
議

　

平
成
25
年
２
月
９
日
（
土
）
午
前
10
時
か
ら

ｅ
２
月
定
例
役
員
会
（
総
会
資
料
原
案
検
討
）

　

平
成
25
年
２
月
16
日
（
土
）

ｆ
会
計
監
査

　

平
成
25
年
２
月
23
日
（
土
）（
予
備
日
24
日
）

ｇ
総
会
資
料
印
刷
発
注

　

平
成
25
年
２
月
25
日
（
月
）

ｈ
総
会
資
料
完
成

　

平
成
25
年
３
月
２
日
（
土
）

ｉ
総
会
資
料
配
布

　

平
成
25
年
３
月
６
日
（
水
）

ｊ
３
月
役
員
会
（
総
会
資
料
最
終
確
認
及
び
総

会
運
営
に
つ
い
て
）

　

平
成
25
年
３
月
16
日
（
土
）

（
２
）「
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
に
お
け
る
会
則

等
改
定
提
案
内
容
に
つ
い
て

ａ
監
査
役
の
役
割
等

〈
改
定
案
内
容
要
旨
〉

　

平
成
24
年
度
（
1
月
）

　

第
10
回
定
例
役
員
会
報
告

（
イ
）
監
査
役
→
監
事
に
変
更

（
ロ
）
会
計
監
査
→
代
表
者
の
業
務
執
行
及

び
会
計
に
つ
い
て
の
監
査

（
ハ
）
役
員
会
は
監
査
役
を
除
く
役
員
で
構

成
→
監
事
は
役
員
会
に
出
席
で
き
る
が

議
決
権
と
発
言
権
は
有
し
な
い
。

　
　

た
だ
し
、
会
長
又
は
役
員
会
に
質
問

状
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
ニ
）
監
査
役
報
酬
５
、０
０
０
円
→
監
事
報

酬
４
０
、０
０
０
円

（
ホ
）
会
計
監
査
規
程
→
監
事
規
程
（
内
容

は
添
付
資
料
参
照
）

ｂ
役
員
選
出
規
程
の
見
直
し

〈
改
定
案
内
容
要
旨
〉

（
イ
）
会
則
７
条
３
項
、
４
項
の
改
定

　
　

役
員
の
選
出
は
役
員
選
出
規
程
に
よ
る
→

三
役
及
び
監
事
の
立
候
補
者
は
対
立
候
補
が

い
な
い
場
合
は
、
立
候
補
者
の
意
思
を
最
大

限
に
尊
重
し
て
立
候
補
者
の
希
望
し
た
役
職

に
選
出
さ
れ
る
。
対
立
候
補
者
が
い
る
場
合

は
選
挙
を
行
う
。

（
ロ
）
役
員
選
出
規
程
の
改
定

　
　

第
11
条

　
　

こ
の
会
の
す
べ
て
の
会
員
は
、
役
員
に
立

候
補
す
る
権
利
を
有
す
る
。
→
こ
の
会
の
す

べ
て
の
会
員
は
、
役
員
に
立
候
補
す
る
権
利

を
有
す
る
と
同
時
に
立
候
補
者
の
希
望
す
る

役
職
は
最
大
限
に
尊
重
さ
れ
る
。

　
　

第
13
条

　
　

役
員
選
出
委
員
会
は
立
候
補
者
が
役
員
定

数
を
超
え
た
場
合
は
、
立
候
補
者
の
互
選
に

よ
り
候
補
者
を
決
定
す
る
。
→
役
員
選
出
委

員
会
は
会
則
７
条
３
項
の
三
役
及
び
監
査
役

の
候
補
者
が
役
員
定
数
を
超
え
た
場
合
は
、

役
員
選
出
会
議
出
席
者
に
よ
る
選
挙
で
選
出

す
る
。

（2）

自治会館の電話は、982-3904　FAXは、982-3904　Eメールは、koma-m@abelia.ocn.ne.jp　です。

　
　

以
上
の
会
則
等
改
定
の
提
案
に
対
し
て
、

引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
３
）
消
防
団
へ
の
協
力
金
支
払
い
に
つ
い
て

　
　

24
年
度
総
会
承
認
通
り
に
協
力
金
支
払
い

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
内
容
に
つ
い
て
は

今
後
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

（
４
）
自
主
防
災
委
員
会
報
告

ａ
委
員
会
報
告

ｂ
７
丁
目
消
火
ホ
ー
ス
の
設
置
検
討

ｃ
防
災
倉
庫
の
設
置
計
画

　
　

こ
れ
に
対
し
て
防
災
倉
庫
の
設
置
は
、
２

～
３
年
計
画
を
も
っ
て
行
っ
て
欲
し
い
。
設

置
に
つ
い
て
は
、
５
・６
・７
丁
目
に
置
い
た

ら
ど
う
か
、
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

◆
Ⅱ　

副
会
長
・
事
務
局
・
各
専
門
部
報
告
◆

（
１
）
会
計

　

会
計
監
査
２
月
23
日
午
前
10
時
よ
り
実
施

（
２
）
安
全
対
策
部

　
「
新
春
の
集
い
」天
候
不
順
で
中
止
と
な
る

（
３
）
環
境
衛
生
部

　

部
会
開
催
２
月
３
日（
日
）午
前
10
時
よ
り

（
４
）
文
化
厚
生
部

　

２
月
13
日
（
水
）「
武
蔵
台
サ
ロ
ン
」
開
催

（
５
）
体
育
部

　

１
月
27
日
（
日
）
奥
む
さ
し
駅
伝
競
走
応
援

要
請

　

部
会
開
催
２
月
23
日（
土
）午
前
10
時
よ
り

◆
Ⅲ　

会
長
・
区
長
か
ら
の
報
告
◆

（
１
）
会
長

ａ
集
団
資
源
ご
み
報
奨
金
申
請
業
務
取
り
扱
い

に
つ
い
て
は
、
効
率
化
を
図
る
た
め
事
務
局

で
行
う
こ
と
と
し
た
。

ｂ
６
丁
目
山
林
下
草
刈
り
実
施
報
告
書
提
出

（
埼
玉
県
川
越
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

ｃ
福
祉
ネ
ッ
ト
役
員
会
１
月
18
日
（
金
）
公
民

館
午
前
10
時
か
ら

ｄ
自
治
会
館
和
室
蛍
光
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
変
更

（
老
朽
化
で
本
体
の
不
具
合
発
生
）

（
２
）
区
長

ａ
各
種
工
事
進
捗
状
況

　

・
下
水
道
関
係

　
　

①
非
開
削
の
管
渠
工
事
３
月
中
旬
ま
で
、

　
　

②
開
削
の
管
渠
工
事
２
月
中
旬
ま
で
、

　
　

③
非
開
削
管
渠
更
正
工
事
完
了
、

　
　

④
人
孔
蓋
32
箇
所
（
下
水
）
交
換
完
了

　

・
街
路
樹
の
剪
定

１
月
12
日
に
て
全
路
完
了

　

・
耐
久
性
ガ
ス
管
取
替
工
事

１
月
31
日
ま
で
（
１
丁
目
）、
１
月
８

日
～
４
月
末
ま
で
（
５
丁
目
）

　

・
区
長
要
望
雨
水
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
交
換
（
16

箇
所
）
完
了

ｂ
第
26
回
日
高
市
手
づ
く
り
凧
揚
げ
大
会
２
月

３
日
（
日
）
巾
着
田

ｃ
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く
基
礎
調
査
結
果

説
明
会
の
開
催
（
対
象
区
の
み
緊
急
回
覧
１

月
18
日
実
施
）

　

・
２
月
２
日
（
土
）
午
前
10
時
か
ら
（
高
麗

公
民
館　

日
高
市
栗
坪
92
─
２
）

　

・
２
月
14
日
（
木
）
午
前
10
時
か
ら　

埼
玉

県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
３
階

ｄ
日
高
市
区
長
会
１
月
18
日
午
後
１
時
か
ら
市

役
所
３
階
会
議
室

ｅ
歳
末
募
金
実
績
報
告

　

ご
協
力
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
３
３
９
、８
７
４
円

　
（
前
年
３
２
５
、９
１
０
円
）
対
前
年
比

１
０
４
・３
％

以
上
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自治会館は、毎週月、水、金の午前 10時〜午後３時、土の午前 10時〜正午まで（年末年始、祝日除）開いています。

編　

集　

後　

記

　

武
蔵
台
だ
よ
り
の
編
集
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
く
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
早
い
も
の
で
も
う
１
年
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
の
時
期
は
、
小
・
中
学
校
で
は
卒
業
式
、

入
学
式
と
そ
れ
ぞ
れ
新
た
な
旅
立
ち
、
希
望
に
胸
を
膨

ら
ま
せ
た
子
供
達
が
い
ま
す
。
そ
し
て
職
場
で
は
異
動

に
よ
り
職
場
を
去
る
人
、新
た
に
配
属
さ
れ
て
く
る
人
、

様
々
な
人
々
が
環
境
の
変
化
を
体
験
す
る
シ
ー
ズ
ン
で

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
治
会
の
班
長
さ
ん
も
こ
こ
で

一
斉
に
交
替
い
た
し
ま
す
。
一
方
、
そ
の
よ
う
な
体
験

を
卒
業
し
て
し
ま
っ
た
我
が
身
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
そ
の
よ
う
な
環
境
変
化
が
無
く
な
っ
て
い
る
こ
と

に
し
み
じ
み
気
が
付
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
年
頂
い
た
年
賀
状
か
ら
の
受
け
売
り
に

な
る
の
で
す
が
、
お
も
し
ろ
い
言
葉
を
思
い
出
し
ま
し

た
の
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
賀
状
の

主
の
方
は
古
希
を
迎
え
、
認
知
症
の
心
配
を
さ
れ
て
お

り
、
認
知
症
の
予
防
に
何
か
必
要
な
こ
と
は
と
い
う
こ

と
で
、
多
分
ど
こ
か
で
情
報
入
手
さ
れ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
方
の
お
っ
し
ゃ
る
に
は
、
認
知
症
の
予

防
の
た
め
に
は
「
教
育
」
と
「
教
養
」
が
必
要
だ
と
い

う
こ
と
だ
そ
う
で
、「
教
育
」
と
は
「
今
日
行
く
と
こ

ろ
が
あ
る
」、「
教
養
」
と
は
「
今
日
用
事
が
あ
る
」
と

い
う
こ
と
だ
そ
う
で
、
学
校
と
か
職
場
の
よ
う
に
、
い

や
お
う
な
し
に
周
り
か
ら
状
況
変
化
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
が
な
く
な
っ
た
我
が
身
の
よ
う
な
人
に
と
っ
て
は
、

自
ら
意
識
的
に
行
動
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
だ
そ
う
で

す
。
こ
れ
は
大
い
に
心
が
け
る
必
要
が
あ
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
ね
。
最
後
に
こ
の
１
年
武
蔵
台
だ
よ
り
発
行
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
広
報
部
の
皆
様
、
大
変
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

（
西
條
）

片
山　

文
雄
（
83
歳
）
二
─
十
─
十
五

ご
逝
去
日　

一
月
四
日　
　

森
田　

貞
子
（
91
歳
）
四
─
七
─
九

ご
逝
去
日　

一
月
九
日　
　

旧東急ストア施設に店舗入店
　旧東急ストア施設あとに、新しい業態のお
店が４月中旬に開店することが決まりまし
た。
　事業主は、（株）アグリメディアという会社
で、農家と消費者の交流としてのサポート
付き市民農園「シエア畑」の運営と、食と農
のエンターテイメント施設「朝採れファー
ム」の運営を首都圏（東京都・埼玉県・神奈
川県・山梨県）で８農園展開されておりま
す。
　今回、新事業として店舗構えを行い地産地
消品を主体に一般食料品、雑貨等の日用品の
品揃えもし、店内にはゆっくりくつろぎ談話
できるコミュニケーションスペースを併設し
た店舗を考えておられます。
　また大きな構想ではありますが、当地は
巾着田や日和田山等有する観光地でもあり
ますので、観光客も呼び込めるようなお店
にしたいと、マスメディア戦略も考えてお
られます。
　私たち住民にとっては大変ありがたく思うと
同時に、既存商店さんとの共存共栄が図られ、
ショッピングセンター全体が盛り上がり、まち
の活性化になればと思います。

武
蔵
台
サ
ロ
ン
の
お
知
ら
せ

日
時
：
３
月
13
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
13
時
～
15
時
30
分

場
所
：
自
治
会
館
２
階

こ
ま
武
蔵
台
自
治
会　

文
化
厚
生
部

　

平
成
24
年
度
（
2
月
）

　

第
11
回
定
例
役
員
会
報
告

平
成
25
年
2
月
16
日
（
土
）

午
後
7
時
～
9
時　
　

自
治
会
館
２
Ｆ
会
議
室

◆
Ⅰ　

協
議
事
項
◆

（
１
）
平
成
25
年
度
総
会
準
備
に
つ
い
て

ａ
会
計
監
査
日

　
　

平
成
25
年
２
月
23
日
実
施（
予
備
日
24
日
）

ｂ
総
会
資
料
印
刷
発
注

　
　

平
成
25
年
２
月
28
日
（
木
）

ｃ
総
会
資
料
完
成

　
　

平
成
25
年
３
月
７
日
（
木
）

ｄ
総
会
資
料
配
布

　
　

平
成
25
年
３
月
９
日
（
土
）

　
　

廣
場
氏
よ
り
、総
会
の
委
任
状
に
つ
い
て
、

議
案
の
一
括
委
任
で
な
く
、
各
議
案
毎
の
賛

否
を
委
任
で
き
る
よ
う
な
形
に
し
て
欲
し
い

と
の
要
望
が
あ
っ
た
。

（
２
）
第
34
回
総
会
資
料
（
案
）
に
つ
い
て

ａ
平
成
24
年
度
活
動
報
告
及
び
平
成
24
年
度
会

計
報
告
（
暫
定
）

ｂ
平
成
25
年
度
活
動
計
画
及
び
平
成
25
年
度
予

算
計
画

（
３
）
衛
生
管
理
、
環
境
美
化
の
備
品
購
入
に
つ

い
て

ａ
洗
濯
機
…
…
衛
生
管
理
の
徹
底
を
図
る
た
め

ｂ
草
刈
り
機
、
ブ
ロ
ア
ー
…
…
環
境
整
備
用
品

（
４
）
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く
調
査
結
果
報

告
対
応
に
つ
い
て
（
２
月
２
日
高
麗
公
民

館　

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
）

ａ
調
査
結
果
説
明
会
の
報
告
概
要

ｂ
そ
の
対
応

　

・
当
該
地
域
対
応
（
指
定
取
り
扱
い
、
傾
斜

地
へ
の
こ
と
）

　

・
自
主
防
災
組
織
対
応

　
　

廣
場
氏
よ
り
、
こ
れ
ら
の
こ
と
も
踏
ま
え

て
、防
災
倉
庫
と
そ
の
必
要
備
品
に
つ
い
て
、

今
年
度
予
算
で
速
や
か
に
調
達
す
る
こ
と
を

強
く
要
望
す
る
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

◆
Ⅱ　

副
会
長
・
事
務
局
・
各
専
門
部
報
告
◆

（
１
）
中
出
副
会
長

　
　

中
出
副
会
長
に
代
わ
り
廣
場
氏
よ
り
、
あ

り
方
検
討
委
員
会
の
答
申
書
が
提
出
さ
れ

た
。

（
２
）
文
化
厚
生
部

　
　

３
月
13
日
に
今
年
度
最
後
の
武
蔵
台
サ
ロ

ン
を
行
う
。

（
３
）
体
育
部

　
　

１
月
27
日
の
駅
伝
で
は
応
援
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
来
週
、最
後
の
部
会
を
開
催
す
る
。

◆
Ⅲ　

会
長
・
区
長
か
ら
の
報
告
◆

（
１
）
会
長

ａ
会
計
監
査
（
夏
祭
り
）
実
施
２
月
５
日

ｂ
旧
東
急
ス
ト
ア
ー
施
設
へ
の
新
規
進
出
店
決

定　
（
株
）
ア
グ
リ
メ
デ
ィ
ア

ｃ
日
高
市
体
育
協
会
役
員
会
２
月
22
日

（
２
）
区
長

ａ
土
砂
災
害
防
止
法
に
よ
る
調
査
結
果
説
明
会

実
施
（
２
月
２
日
高
麗
公
民
館
）

　
　

再
説
明
会
２
月
14
日
（
木
）

　
　

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所

ｂ
小
学
校
・
中
学
校
校
長
と
土
砂
災
害
に
つ
い

て
打
ち
合
わ
せ
２
月
12
日

ｃ
高
麗
地
区
区
長
会
会
計
監
査
３
月
16
日
日
程

調
整
中

�

以
上



武 蔵 台 だ よ り

い
く
つ
か
の
箱
を
持
っ
て
来
て
下
さ
り
「
今

日
は
こ
れ
し
か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

す
み
ま
せ
ん
」
と
渡
し
て
く
れ
た
。
お
礼
を

言
う
と
少
し
照
れ
な
が
ら
「
引
越
し
が
ん

ば
っ
て
下
さ
い
ね
」
と
言
っ
て
く
れ
た
。

　

心
に
染
み
る
言
葉
だ
っ
た
。
し
か
も
、
結

ん
で
あ
っ
た
ひ
も
が
新
し
い
物
で
は
な
く
、

使
っ
た
ひ
も
を
何
本
か
繋
い
で
作
っ
た
ひ
も

だ
っ
た
の
だ
。相
手
は
若
い
青
年
だ
っ
た
が
、

頭
の
下
が
る
思
い
だ
っ
た
。

　

き
っ
と
親
御
さ
ん
が
き
ち
ん
と
育
て
た
に

違
い
な
い
。
レ
ジ
の
高
校
生
も
「
こ
う
す
る

と
こ
う
な
る
」
と
い
う
想
像
力
が
し
っ
か
り

と
自
分
の
中
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
年
齢
に
関

係
な
く
、
人
間
力
の
あ
る
人
は
本
当
に
美
し

い
と
思
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
っ
た
。

　

テ
ィ
ー
タ
イ
ム�

七
丁
目　

Ｋ

　

毎
朝
必
ず
紅
茶
を
飲
む
。
物
心
つ
い
た
頃

か
ら
の
私
の
習
慣
だ
。
祖
父
母
も
両
親
も
、

家
族
皆
朝
の
紅
茶
を
か
か
さ
な
い
。
砂
糖
を

入
れ
た
甘
い
味
か
ら
、
今
は
何
も
入
れ
な
い

で
飲
む
の
が
好
み
だ
が
、
そ
の
習
慣
は
変
わ

ら
な
い
。
亡
く
な
っ
た
祖
父
は
、
銀
色
の
取

手
の
つ
い
た
ガ
ラ
ス
の
コ
ッ
プ
で
紅
茶
を
飲

ん
で
い
た
。
琥
珀
色
の
液
体
か
ら
立
ち
上
が

る
湯
気
と
朝
の
光
り
、
今
も
心
に
残
っ
て
い

る
。

　

ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
等
で
紅
茶
を
頼
む
と

グ
ラ
ス
に
入
れ
ら
れ
て
く
る
。
メ
ニ
ュ
ー
に

も
「�

グ
ラ
ス
テ
ィ
ー�

」
と
あ
る
。
祖
父
が

飲
ん
で
い
た
あ
の
紅
茶
と
重
な
っ
た
。
コ
ー

（4）2013年3月1日

　

雑
感

六
丁
目　

Ｈ

　

唐
突
な
話
で
あ
る
が
、
か
ね
て
よ
り
「
コ

ン
ビ
ニ
の
店
員
は
な
ぜ
商
品
を
袋
に
縦
に
入

れ
る
の
か
」
と
不
思
議
に
思
っ
て
い
た
。

　

ヤ
キ
ソ
バ
パ
ン
や
コ
ロ
ッ
ケ
パ
ン
を

買
っ
て
も
例
外
な
く
縦
に
入
れ
る
。
ビ
ー

ル
を
数
本
一
緒
に
買
っ
て
も
そ
う
だ
。
重

さ
で
パ
ン
が
変
形
す
る
。
他
の
店
で
買
っ

た
時
も
「
き
っ
と
こ
の
人
は
コ
ン
ビ
ニ
経

験
あ
り
だ
な
ぁ
」
と
思
え
る
程
、
特
徴
的

な
縦
入
れ
を
す
る
。

　

逆
に
何
年
か
前
の
こ
と
に
な
る
が
、
あ
る

ス
ー
パ
ー
で
、
高
校
生
の
男
の
子
が
夕
方
の

レ
ジ
の
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
。
バ
ー
コ
ー
ド

を
通
し
、
品
物
を
カ
ゴ
に
入
れ
る
手
際
が
本

当
に
す
ば
ら
し
い
と
、
い
つ
も
い
つ
も
感
心

し
て
い
た
。
壊
れ
そ
う
な
物
を
カ
ゴ
の
外
に

置
き
、
最
後
に
上
に
乗
せ
る
…
…
と
い
う
の

は
ど
こ
の
店
員
も
行
っ
て
い
る
こ
と
だ
が
、

彼
の
仕
事
は
頭
の
中
で
組
み
立
て
を
行
っ
て

い
る
か
の
よ
う
な
、緻
密
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

又
、
あ
る
時
、
子
ど
も
が
引
越
を
す
る
こ

と
に
な
り
、
夜
ス
ー
パ
ー
に
行
き
「
り
ん
ご

か
み
か
ん
の
箱
を
分
け
て
欲
し
い
」
と
お
願

い
し
た
。
大
学
生
位
の
青
年
が
「
少
し
待
っ

て
い
て
下
さ
い
」
と
奥
へ
入
っ
て
い
っ
た
。

ヒ
ー
が
主
流
の
文
化
の
国
々
で
は
紅
茶
は
あ

ま
り
丁
寧
に
扱
わ
れ
な
い
の
か
、
味
は
今
ひ

と
つ
。色
々
な
香
り
が
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
た「
フ

レ
ー
バ
ー
テ
ィ
ー
」
と
呼
ぶ
も
の
が
多
い
。

　

海
ひ
と
つ
越
え
て
イ
ギ
リ
ス
に
渡
る
と
そ

れ
が
逆
転
す
る
、
紅
茶
の
国
だ
。
日
本
と
は

水
が
違
う
せ
い
か
、お
茶
は
濃
く
で
る
。た
っ

ぷ
り
の
牛
乳
を
入
れ
甘
く
し
た
も
の
が
主
流

で
、
紅
茶
を
頼
む
と
大
抵
こ
の
「
ミ
ル
ク

テ
ィ
ー
」
が
出
て
く
る
。
こ
れ
が
「
ホ
ワ
イ

ト
テ
ィ
」、何
も
入
れ
な
い
紅
茶
は
「
ブ
ラ
ッ

ク
テ
ィ
」。ご
存
知
の「
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
」

は
ま
た
別
の
も
の
だ
。

　

お
茶
文
化
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
譲
れ
な
い

こ
だ
わ
り
が
あ
る
が
、
あ
れ
こ
れ
言
っ
て
も

毎
日
の
生
活
の
中
、
誰
も
が
好
み
の
飲
み
方

で
ホ
ッ
と
す
る
。
そ
れ
が
た
と
え
５
分
で

あ
っ
て
も
心
い
や
さ
れ
る
ひ
と
時
で
あ
る
こ

と
に
変
わ
り
は
な
い
。

　

時
の
流
れ

五
丁
目　

Ｍ

　

武
蔵
台
に
越
し
て
来
て
34
年
経
ち
ま
し

た
。

　

緑
の
多
い
、
空
気
も
美
味
し
い
、
都
会
の

団
地
に
住
ん
で
い
た
時
と
は
眺
め
も
良
い
。

ま
だ
、
家
々
も
開
発
中
で
現
在
の
３
丁
目
あ

た
り
も
家
が
建
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

小
学
校
も
高
麗
小
学
ま
で
我
が
子
は
朝
１

時
間
弱
、
帰
り
は
ブ
ラ
ブ
ラ
と
そ
れ
以
上
の

道
の
り
を
毎
日
通
学
し
て
い
ま
し
た
。
武
蔵

台
の
家
が
だ
ん
だ
ん
上
に
建
ち
始
め
る
と
小

学
校
も
人
数
が
増
え
て
プ
レ
ハ
ブ
教
室
と
な

ちょっとよい言葉　　人の幸せは支えあいながら自然とともに生きることにある

り
、
暑
い
夏
は
プ
レ
ハ
ブ
の
屋
根
か
ら
水
を

か
け
て
い
た
。
今
で
は
信
じ
ら
れ
な
い
事
で

し
た
。
家
の
周
り
も
子
供
達
が
多
く
、
う
る

さ
い
か
ら
公
園
に
行
き
な
さ
い
と
お
叱
り
を

受
け
た
り
賑
や
か
で
し
た
。

　

今
の
武
蔵
台
小
学
校
は
各
学
年
共
１
ク
ラ

ス
、
２
ク
ラ
ス
と
の
事
で
す
。
我
が
家
の
近

所
も
通
学
す
る
子
供
達
を
余
り
見
か
け
ま
せ

ん
。
ス
ー
パ
ー
も
無
く
な
り
寂
し
く
な
り
ま

し
た
。

　

巾
着
田
、
日
和
田
山
、
高
麗
神
社
、
高
麗

川
等
良
い
処
も
あ
り
ま
す
。

　

又
、
以
前
の
様
に
賑
や
か
な
日
々
が
懐
か

し
い
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

想
い

三
丁
目　

Ｍ

　

寒
さ
も
日
々
薄
れ
、
春
を
待
ち
わ
び
る
季

節
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
母
が
他
界
し
て

早
４
年
、
特
に
こ
の
時
期
は
母
が
癌
と
戦
い

桜
満
開
の
４
月
に
、
生
前
可
愛
が
っ
て
い
た

曾
孫
の
到
着
を
待
ち
お
別
れ
を
し
、
母
が
目

頭
に
一
筋
の
涙
を
流
し
息
を
引
き
取
っ
た
想

い
で
深
い
季
節
。
生
前
、
母
と
は
住
居
が
別

だ
っ
た
の
で
一
緒
に
接
す
る
時
間
が
あ
ま
り

な
く
、
親
孝
行
ら
し
き
も
の
が
出
来
ず
「
後

悔
、先
に
立
た
ず
」
ま
さ
に
こ
の
言
葉
で
す
。

仏
壇
の
前
に
立
つ
た
び
寂
し
さ
と
後
悔
の
気

持
ち
が
溢
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

今
と
な
っ
て
は
、
出
来
な
い
親
孝
行
「
後

悔
、
先
に
立
た
ず
」
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

皆
さ
ん
親
を
大
切
に
し
て
あ
げ
て
下
さ
い
。


